
H18第２回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 

                                                                 06.10.31 

 野―１  
 
平成18年度 生態系を把握するための野生生物の知見全国大会事業について 
 

Ⅰ 生態系を把握するための野生生物の知見全国大会の開催について 
 
１ 日時：平成18年8月26日（土）10：30～16：10 

 
２ 場所：環境パートナーシップオフィス会議室（東京都渋谷区） 

 
３ 出席者 (敬称略) 

知見収集研究メンバー：青山博昭、井口泰泉、斉藤秀生、花里孝幸、福井行雄 

発表者   ：20名出席（18発表） 

環境省   ：上家和子、木山雅文 

事務局   ：川嶋之雄、有松千恵、他３名(日本エヌ・ユー・エス（株）) 

オブザーバー：有田芳子（主婦連合会）、村田幸雄（世界自然保護基金ジャパン） 
 
４ 大会プログラム 
(1)  挨拶 
(2)  環境省挨拶 
(3)  出席者紹介 
(4) 「生態系を把握するための野生生物の知見全国大会」趣旨説明 
(5)  セッション１ 
(6)  昼食 
(7)  セッション２ 
     休憩（ポスターセッション） 
(8)  セッション３ 
(9)  環境省ExTEND2005野生生物の知見収集研究メンバーよりコメント 
(10) 意見交換 
(11) 閉会 

 
５ 議事要旨 

・本事業の趣旨が環境省から説明された。 

・18件の発表について各発表者１０分程度でパワーポイント等の資料を用いて観察

活動の紹介、観察結果の報告、質疑応答が行われた。（参考１） 

・ExTEND2005野生生物の知見収集研究メンバー及び大会参加者による意見交換が行

われた。（参考２） 

なお、大会終了後、参加者にはアンケートを記入してもらった。（参考３） 
 
Ⅱ 大会開催後の本事業に関する意見交換会 
 
 平成18年9月11日（月）14：00～16：10に、大会に出席者（「野生生物の知見収

集研究メンバー（青山 博昭、井口 泰泉、斉藤 秀生、花里 孝幸）」及び環境省環境

安全課）による、本事業の今後についての意見交換会を行った。(畜産会館小会議室) 

意見交換会では、8月26日に開催された大会の実施報告及び参加者アンケート結果

の説明を事務局から行ない、大会開催により明らかになった問題点及び今後の方針に

ついて、意見交換を行った。（参考４） 


